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■ 研究課題名

家畜受精卵生体外育成用マイクロバイオリアクターシステムの開発

■ 研究の目的
　マイクロ流体デバイス技術を活用することで，品質のよい受精卵を個別に回収できるような全く新たな受精卵育成リア
クターシステムを開発することを目的とする．最終的には，現状のウシ体外受精卵の受胎率 40-50% を 60％程度まで向上
させると共に， 1,000 個の受精卵に対応可能なシステムプロトタイプの開発を行う．

 

■ 研究項目・実施体制　（◎は技術コーディネーター）
①受精卵育成に適した基礎マイクロバイオリアクター開発
　（◎酒井康行／東京大学生産技術研究所）
②マイクロバイオリアクターを用いたウシ受精卵の培養と受胎試験
　（今井敬／家畜改良センター）
③マイクロバイオリアクター量産化と大量処理用システムの開発

（土屋勝則／大日本印刷株式会社）

■ 研究の内容・主要な成果
① 50 個受精卵対応の自動播種回収リアクター開発と良好なマウス・ウシ受精卵の発生・受胎
②個別管理が可能な簡易型リアクター（well-of-well 型）の開発・受精卵発生での性能確認・量産化・販売
③形態変化と呼吸活性に基づいた高受胎率 (75%) を示す受精卵の選別
④長期不受胎牛の適切な処理に基づく体外受精卵による受胎
⑤ 1000 個受精卵対応の自動播種回収リアクターシステムの開発とウシ受精卵の良好な発生

■ 今後の展開方向・見込まれる波及効果
①開発したリアクターおよび選別技術による高品質受精卵の生産を通じた和牛生産
② in vivo 環境をより良く模倣するリアクターを用いたヒト生殖医療や学術研究への利用
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■ 研究成果の具体的図表

家畜受精卵生体外育成用マイクロバイオリアクターシステムの開発


